








1.緒言として 

小児喘息重症度点数評価のtrialが昭和52年度から始められ,昭和53年に協議改善されて

現在の重症35点/月以上,中等症20点以上34点以下,軽症19点以下の一応の基準案が作ら

れた｡これに従って,今年度まで3ヶ年に亘る各月の点数経過の推移を5例でまとめてみた。

さらに重症度判定との関連及び治療の影響を検討した。なお喘息発作の程度の点数化は研

究班に,重症度判定基準は小児臨床アレルギー研究班の定義に従った。 


